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環境、社会、経済の3側面を重視した 
経営を推進していきます。 

2004年までの環境中期計画「ブーア（Blue Earth）21」 

◎この計画は2002年度
に策定されました。活
動の進行状況につきま
しては、来年度以降の
グリーンレポートや環
境報告書で、ご報告し
ていきます。 

社会から存続を望まれる企業
であることを目指して、「環境」
「社会」「経済」のトリプルボ
トムラインを重視した経営を推
進していきます。 

※環境貢献活動の考え方

コスモ石油は次世代に
豊かな社会を繋いで行
く責務、即ち持続的発
展を支える責務を自覚
し、環境貢献活動を実
施及び支援していきます。 

①国内外の「環境の改善」
と「環境保全活動」 

②次世代を担う子供への
教育・啓発活動 

　　コスモ石油は、企業市民の一員という視点で企業責任を果たすとともに、地球

市民の一員という視点で環境保全に取り組んできました。しかし、これからの時代、

社会から存続を望まれる企業であるためには、「環境」「社会」「経済」の3側面にお

ける活動をさらに推進していく必要があります。私たちは、株主・投資家の皆様から、

そしてお客様から「環境で選ばれるコスモ石油」を目指していますが、実態はまだ

その途上にすぎません。「環境先進企業」という「あるべき姿」を実現するために、

2002年度、「6つの挑戦」と2004年度までの環境中期計画「ブーア（Blue Earth）

21」を策定しました。 

経済 

経営計画「価値創造21」 

環境中期計画「ブーア21」 

社会 環境 

■ 2004年までの環境中期計画「ブーア（Blue Earth）21」 

①温暖化防止 
  ● 各事業部門におけるエネルギー削減活動の推進 

  ● 京都メカニズムや新エネルギーへの取り組み 
 
②汚染物質排出削減  
  ● 法規制を下回る自主管理レベルでの大気汚染物質・水質汚濁物質の排出抑制 

  ● VOC自主規制への取り組み 

  ● 産業廃棄物のさらなる削減 
 
③土壌環境対応 
  ● サイト別の土壌環境の実態把握と対応 

  ● SS（サービスステーション）土壌環境の診断と汚染の未然防止の推進 
 
④省資源 
  ●３R（リデュース、リユース、リサイクル）の推進による一般廃棄物の削減 
 
⑤製品の環境負荷低減 
  ● 環境負荷の少ない石油製品の供給 
 
⑥グリーン購入 
  ●グリーン購入対象の拡大 
 
⑦研究開発 
  ● 石油本業分野での技術開発 

  ● 環境分野での技術開発 

  ● 新エネルギー分野での技術開発 
 
⑧環境貢献プロジェクト 
  ● 当社基本方針※に基づく継続的なプロジェクトの展開 
 
⑨環境経営推進体制 
  ● 環境マネジメントシステムの継続的改善の推進 

  ● 様々なステークホルダーへのコミュニケーション活動の充実 

■6つの挑戦 

①グリーン製品への挑戦 
　  環境への負荷を最小限にした製品の開発・販売 
 
②グリーンファクトリーへの挑戦  
　  CO2や廃棄物の排出を最小限に抑える「ゼロエミッション」への取り組み 
 
③グリーン物流・販売への挑戦 
　  省資源化と省エネルギー化の推進 
 
④新エネルギーへの挑戦 
　  燃料電池やGTL（天然ガス液化技術）などへの取り組み 
 
⑤グリーンオフィスへの挑戦 
　  3R（リデュース、リユース、リサイクル）への取り組み 
 
⑥環境コミュニケーションへの挑戦 
　  全従業員の環境マインドの醸成、ステークホルダーとの協調 


